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　　d. Ali　herhalde  ora-da.（推測）
　　　アリ たぶん　あそこ-LOC（アリはたぶんあそこにいるだろう）
　このようにトルコ語は様々なモダリティの表現手段を持つが、次のように方言のみに現れるモダ
リティを表す形式も存在する。これらの形式の用法は共通語では見られず、そのうちの-mAk vā
形式はモダリティとしての実態も知られていない。
1　トルコ共和国のイスタンブール方言を指し、以下では「共通語」と表記する。
トルコ語サズル村方言のモダリティの体系
――共通トルコ語との対照――
DİRİK, Seval
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民芸論の意義に関する一考察 ―1930年の柳宗悦による帝展批判記事を中心に―　　後藤智絵
した一人だが、齋藤は「私は未だ「民芸」なる変り種は知らない」25と言い放ち、民芸を工芸の中で
も「変わり種」扱いして、民芸論を軽視してみせた。「日本民芸美術館設立趣意書」を起草して民
芸の活動を宣言してから５年目、民芸論はようやく工芸の大局的存在にあった工芸美術の制作者た
ちの反応を得ることになったが、柳の重要な関心である西洋への追従からの脱却という観点は、完
全に無視され、そのうえ、民芸の実際の活動状況の弱さと矛盾が指摘されたのであった。
おわりに
　柳宗悦の「帝展の工芸」を解読すると、民芸論はアンチテーゼ的性格を帯びた対抗言説である側
面が浮かび上がってきた。柳は、工芸の領域の大局的地位にあった「工芸美術」を、未だ西洋への
追従の段階にあるとみなして批判し、自らはすでにその段階にない自負を確立し、その境地から工
芸の新たな正脈として「民芸」を主張した。
　柳の批判には、帝展の美術工芸部は西洋の真似事から先んじてはいないというものがあった。し
かし、この批判に対する工芸美術家からの明確な反論はなく、彼らからあがった反論とは、「民芸」
が工芸の正脈ではないというもので、柳の工芸観を否定するものであった。このことはつまり、柳
が語りだした新たな工芸、そのうえ工芸の正脈でもある「民芸」は、1930年当時、工芸美術家らに
は冷視されていたことを示しているといえるだろう。
　さらに、西洋への追従の段階にあるという批判に対しては沈黙した工芸美術家だったが、別の論
点からの反論があがった。それは、自らの仕事の有用性に関するもので、「民芸」よりも「工芸美術」
の実際の仕事の方が、国家にとって役立っているというものであった。
　以上のように「帝展の工芸」という記事に関する文献資料を読み直した結果、アンチテーゼ的性
格を帯びた民芸論は、工芸美術家を刺激し、彼らの制作への思いを語らせる契機となっていた側面
が浮かび上がってきた。最大の反論者の杉田禾堂は、工芸の制作をする上での国家への思いを語っ
ている。杉田の反論からは、1930年当時、工芸の制作の現場にいる者たちが、自らの仕事の国家に
対する有用性をどのように考えていたのかが読み取ることが出来た。
　これまで工芸史研究では、「民芸」と「工芸美術」は実用性という観点を基軸に対立する構造で
検討されてきた。本論文はこれらの先行研究に加えて、国家への有用性という観点を基軸に、互い
の仕事の意義の深さを張り合っていたという対立構造もあること明らかにした。国家への有用性と
いう観点を加えてこの論争を読み返すことは、両者の言説を工芸の領域の内部に留めるものでなく、
当時の思想文化を読み解く言説として広がりのあるものにする。
　民芸論には、工芸の領域の内部的な課題に取り組む制作者の思想を、広く社会的な方向へと引き
出して語らせる契機となる影響力があり、ここに一つの民芸論の意義が認められるのである。
25　注24、齋藤、「美術工芸を何と心得るか―柳宗悦君に【上】」『読売新聞』1930年11月16日。
